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中部飼料株式会社 

 
平成 24 年 1～3 月期の畜産配合飼料販売価格のお知らせ 

 
 平成 24 年 1～3 月期の畜産配合飼料販売価格については、以下の飼料原料・外国為替情

勢などを踏まえ、平成 23 年 10～12 月期に対し、全畜種平均トン当たり２，２３０円値下

げすることを決定いたしました。 

なお、改定額は、地域別・畜種別・銘柄別に異なります。 

 
飼料穀物 

米国産とうもろこしの生産量減少より高値水準を維持しておりましたが、欧州の債務危

機問題や米国経済後退懸念等の外部要因に加えて、米国輸出の低迷などもあり、相場は下

落傾向で推移しております。需給は引き続き逼迫基調であることから、今後も相場の動き

を注視していく必要があると思われます。 
 
蛋白原料 

米国産大豆も生産量減が懸念されておりましたが、とうもろこしと同様に外部要因の影

響及び中国の大豆輸入も軟調であることから下落傾向で推移しております。一方、国内油

粕相場も国際相場の下落を受けて下げが見込まれております。 
 

海上運賃 

 原油相場は比較的堅調で推移しているものの、引き続き新造船の就航により船腹供給が

増加している事と、欧州債務危機による世界経済の先行き不透明感から、海上運賃は横這

いで推移しております。 
 
外国為替 

米国経済後退懸念や欧州債務危機問題により、世界経済の先行きが懸念され、ドル、ユ

ーロともに下落傾向となり、ドル円相場は史上最高値を更新したものの、本邦当局による

為替介入によりドル円相場はやや値を戻して推移しております。 
 
＊ お問合せ先 

中部飼料株式会社  仕入部（菅原）  ＴＥＬ：045-585-1471 

         以上 


